
   

 

2025 年 6 月 25 日 

株式会社カウネット 

 
物価高騰に対して「不安」「諦め」で約 6 割 

約 7割が職場での購入先の選定に「PB 商品の有無が影響する」と回答 

物価高騰下における PB商品の購入実態と意識調査 

 

コクヨグループでＥコマースサービスを提供する株式会社カウネット(本社：東京都港区／

代表取締役社長：宮澤 典友)は、コミュニティサイト「カウネットモニカ」会員 1,272 名を対象

に「プライベートブランド商品（以下、PB 商品）の購入について」と題した調査を実施し、

2025 年 6 月 25 日（水）に調査結果を公開しました。物価高騰や購買行動が多様化する時代

において、PB 商品に対する意識や購買実態などの回答結果をまとめています。 

 

■調査を実施した背景 

コクヨグループでは、働く場の創造を通じて一人ひとりのWell-being向上に貢献すること

を目指しています。カウネットでは、働くお客様に向けて2つのオリジナル商品ラインを

展開しています。「カウコレ」プレミアムはお仕事のお困りごとを解決する独自の工夫を

盛り込んだ商品、「カウコレ」プライスは毎日使う消耗品をお求めやすい価格でご提供する

商品です。そこで今回は、物価高騰や多様化する購買行動をふまえ、PB商品に対する意識

や、自宅と職場それぞれの購入実態を明らかにする調査を実施しました。 

 

■調査概要 

 ・調査テーマ：「プライベートブランド品(PB商品)の購入について」の意識調査 

 ・調査期間： 2025年5月14日（水）～5月20日（火） 

 ・調査対象： 「カウネットモニカ」会員の中から全国の男女合計1,272名 

 ・調査方法： インターネット調査 

 

■調査結果サマリー 

・物価高騰への感情は「不安」(32.5％)で1位。続いて「諦め」(26.1％)で、生活に

与える心理的影響の大きさが感じられる。 

・物価高騰への対策は、自宅ではポイントやクーポン活用、セールでの購入など価格重

視の傾向、職場では必要量の購入やまとめ買いで対応。 

・約9割がPB商品を購入。「意識せずに購入している」は、約4割、職場でも約3.5割と

いずれも最多。特別な意識を持たず、生活に定着しているようすがうかがえる。 

・PB商品の購入理由は「価格が安い」が自宅(74.0％)、職場(66.2％)でトップ。続いて

コスパや品質、信頼性。安さと安心の両立が鍵。 

・職場で購入されているPB商品は「ノート、ふせん等の紙製品」が約5割と最多。文具・

事務用品を中心に、日用品や食品にも広がり。 

・約7割が職場での購入先の選定に「PB商品の有無が影響する」と回答。 

 



   

 



   

 



   

■詳しい調査結果は、下記ページからご確認ください。 

URL： https://www.kaunetmonika.com/office_life/?action=entry&id=105 

 

＜カウネットモニカについて＞（https://www.kaunetmonika.com/） 

カウネットモニカはカウネットが運営する、お客様の声をかたちにするコミュニティサイト

です。会員の皆様からの投稿やアンケートを通じて日頃感じている悩みやお困りごとを

お寄せいただき、その声を基にカウネットのオリジナル商品「カウコレ」の商品企画・開発

に繋げております。 

 

＜カウネットについて＞（https://company.kaunet.com/） 

カウネットでは、テクノロジーとクリエイティビティで、全ての働く人に価値ある体験を

生み出す取り組みを推進しており、超大企業から中小事業所まで、規模に関わらずお使い

いただけるＥコマースプラットフォームを提供しています。クラウドで管理購買システム

としてお使いいただける「べんりねっと（https://www.benrinet.com/）」、素早く簡単に

ネットで購入いただける「カウネット（https://www.kaunet.com/）」は、長年にわたり

多くのお客様のご支持をいただいております。 

https://www.kaunetmonika.com/office_life/?action=entry&id=105
https://www.kaunetmonika.com/
https://company.kaunet.com/
https://www.benrinet.com/
https://www.kaunet.com/

